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本
日
の
広
報
紙
に
は
広
報
第
２
部
町
田
市
庁
舎

問
題
検
討
委
員
会
「
中
間
報
告
」
に
つ
い
て
の

お
し
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
覧
下
さ
い
。

　

平
成　

年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
（　

月
議
会
）
が　

月
４
日
に
開
会

１５

１２

１２

さ
れ
ま
す
。
本
議
会
に
は
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

議

１５

２７

案
が
提
案
さ
れ
ま
す
。
議
案
の
内
訳
は
、
補
正
予
算
４
件
、
条
例　

件
、

１７

契
約
２
件
、
行
政
境
界
変
更
１
件
、
財
産
処
分
１
件
、
住
居
表
示
１
件
、

町
区
域
の
変
更
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
は　

日
ま
で
で
す
。

２５

補

正

予

算

案

　

庁
舎
移
転
建
設
計
画
を
進
め
る
に
当

た
り
、
庁
舎
の
位
置
を
変
更
す
る
「
市

役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
条
例
」
、
住
民
票
な
ど

の
交
付
手
数
料
等
に
つ
い
て
金
額
の
見

直
し
を
行
う
「
町
田
市
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
組
織
の
再

編
成
を
行
う
「
町
田
市
組
織
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
「
職
員
」
の

定
義
に
短
時
間
勤
務
職
員
を
含
め
る
等

の
改
正
を
行
う
「
町
田
市
職
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
小
山

セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
改
め
、
各
地
域
セ

ン
タ
ー
の
施
設
使
用
料
の
改
正
を
行
う

「
町
田
市
地
域
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
、
小
山
支
所
を
設

置
し
、
所
管
区
域
を
小
山
町
と
す
る

「
町
田
市
役
所
支
所
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
、
施
設
使
用
料
を

改
正
す
る
「
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
利
用

料
金
及
び
利
用
区
分
時
間
の
一
部
改

正
、
休
館
日
の
変
更
な
ど
の
「
町
田
市

民
ホ
ー
ル
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、
会
議
室
等
の
使
用
料
改
正
を
行

う
「
町
田
市
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
使
用
料
の

改
正
を
行
う
「
町
田
市
健
康
福
祉
会
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
町

田
市
療
育
園
条
例
を
廃
止
し
て
新
し
い

条
例
を
制
定
す
る
「
町
田
市
子
ど
も
発

達
セ
ン
タ
ー
条
例
」
、
都
の
実
施
要
綱

改
正
に
準
じ
て
、
所
得
制
限
を
変
更
す

る
「
町
田
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
、
指
定
管
理
者
制
度
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
改
正
す
る

「
町
田
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
同
じ
く
「
町
田

市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
、
改
正
さ
れ
た
都

条
例
に
補
償
内
容
を
合
わ
せ
る
「
町
田

市
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及

び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、

小
学
校
の
移
転
に
伴
い
、
位
置
の
変
更

を
行
う
た
め
の
「
町
田
市
立
学
校
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
女

性
総
合
外
来
開
設
に
伴
い
相
談
料
を
制

定
す
る
「
町
田
市
民
病
院
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
で
す
。

　町田市議会は１２月定例会からインターネットで本
会議の議場中継を開始します。議場中継開始は、１２
月４日午後１時開会の本会議からです。中継をご覧
になれなかった方は、本会議終了後２４時間経過後に
録画により視聴できます。

１２月 議 会 が 開 会
～会期は２５日まで～

補正予算など27議案を提案
　

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
が
２

億
９
６
３
１
万
４
千
円
、
特
別
会
計
が

９
１
４
４
万
６
千
円
で
合
計
３
億
８
７

７
６
万
円
と
な
り
ま
す
。
補
正
後
の
額

は
、
一
般
会
計
が
１
１
３
１
億
２
６
３

０
万
９
千
円
、
特
別
会
計
が
１
０
１
８

億
８
６
０
７
万
６
千
円
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
合
計
で
２
１
５
０
億
１
２

３
８
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
市
債
２
億
６
３
８
０
万
円
、

繰
入
金
２
億
５
千
万
円
、
都
支
出
金
１

億
１
１
６
万
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
４
億

２
１
７
４
万
９
千
円
、
民
生
費
１
億
７

１
９
５
万
８
千
円
、
衛
生
費
１
４
２
５

万
７
千
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
後
の
内
訳
は
、
歳
入
で
は
市
税

６
２
２
億
２
１
７
０
万
８
千
円
（
構
成

比　

・
０
％
）
、
国
庫
支
出
金
１
３
４

５５
億
８
４
３
６
万
円
（
同　

・
９
％
）
、

１１

都
支
出
金　

億
５
９
３
９
万
５
千
円

９８

（
同
８
・
７
％
）
、
市
債　

億　

万
円

６５

７０

（
同
５
・
７
％
）
、
繰
入
金　

億
５
２

５１

１
万
３
千
円
（
同
４
・
５
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
３
７
５
億
７
８

０
７
万
６
千
円
（
構
成
比　

・
２
％
）、

３３

土
木
費
１
８
４
億
３
１
８
９
万
４
千
円

（
同　

・
３
％
）
、
教
育
費
１
７
０
億

１６

６
８
０
６
万
３
千
円
（
同　

・
１
％
）、

１５

総
務
費
１
４
１
億
６
１
６
１
万
５
千
円

（
同　

・
５
％
）
、
衛
生
費
１
２
０
億

１２

１
９
３
２
万
９
千
円
（
同　

・
６
％
）

１０

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
）
。

【
総
務
費
】

　

町
田
市
文
化
振
興
公
社
出
損
金
（
４

億
９
９
０
０
万
円
）
、
堺
市
民
セ
ン
タ

ー
外
部
改
修
工
事
費
（
１
０
４
０
万

円
）

【
民
生
費
】

　

福
祉
基
金
積
立
金
（
４
９
３
９
万

円
）
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
需
要
予

測
業
務
委
託
料
（
８
０
０
万
円
）
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
実
態
調
査
委
託
料
（
６

※会議の日程・時間等は変更になることがあります。

内　容曜日日月
本会議（市長提出議案の提案理由説明）木４

１２

本会議（一般質問）火９
本会議（一般質問）水１０
本会議（一般質問）木１１
一般質問予備日金１２
本会議（質疑）月１５
文教生活常任委員会・都市環境常任委員会火１６
企画総務常任委員会・保健福祉常任委員会水１７
常任委員会予備日木１８
本会議（表決）木２５

　開会時間は午前１０時です。ただし１２月４日は午後１
時です。

□問 市議会事務局11７２４・２５５０

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。

　

こ
の
周
辺
の
地
は
、
町
田
川
（
恩
田

川
）
沿
い
に
開
か
れ
た
広
い
窪
地
が
つ

づ
き
、
こ
の
丘
に
登
る
と 
十
六
夜 
の
月

い

ざ

よ

い

が
一
晩
中
あ
た
り
を
照
ら
し
、
鎌
倉
を

目
前
に
し
た
義
貞
の
大
軍
は
わ
ず
か
な

物
見
の
兵
で
も
安
心
し
て
休
む
こ
と
が

で
き
、
大
い
に
鋭
気
を
養
え
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
市

　

こ
の
あ
と
、
境
川
沿
い
に
藤
沢
に
入

っ
た
新
田
軍
は
、
鎌
倉
に
進
軍
す
る
途

中
、
幕
府
側
の
激
し
い
抵
抗
に
、
片

瀬
、
腰
越
あ
た
り
で
苦
戦
す
る
も
、
新

田
義
貞
は
稲
村
ヶ
崎
で
海
中
に
黄
金
づ

く
り
の
大
刀
を
投
じ
海
神
に
捧
げ
た
と

こ
ろ
、
俄
に
潮
が
引
い
て
、
怒
濤
の
よ

う
に
鎌
倉
に
攻
め
入
っ
た
（
太
平
記
）

と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
五
月
二
十
二

日
、
北
条
一
族
は
自
害
し
て
果
て
、

一
五
四
年
続
い
た
鎌
倉
幕
府
も
崩
壊

し
た
。

　

町
田
市
に
は
、
縄
文
か
ら
自
由
民
権

の
時
代
に
至
る
ま
で
ま
だ
ま
だ
市
民
に

知
ら
れ
て
い
な
い
歴
史
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
貴
重
な
自
然
と
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

町
田
市
長寺

田　

和
雄

　

町
田
市
に
は
、
市
域
を
南
北
に
縦
貫

す
る
よ
う
に
鎌
倉
街
道
が
走
っ
て
い

る
。
現
在
の
街
道
に
沿
っ
て
付
か
ず
離

れ
ず
、
旧
鎌
倉
街
道
が
一
部
で
は
あ
る

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
は
、
関
東

の
内
陸
地
帯
か
ら
鎌
倉
に
至
る
、
ま
さ

に
「
い
ざ
鎌
倉
」
に
備
え
た
重
要
路
線

で
あ
っ
た
が
、
江
戸
に
幕
府
が
置
か
れ

て
以
降
、
衰
退
の
途
を
辿
っ
た
。

　

数
年
前
、
こ
の
旧
街
道
の
保
全
を
は

か
ろ
う
と
、
関
東
各
都
県
の
関
係
市
長

が
鎌
倉
市
に
集
ま
り
、
サ
ミ
ッ
ト
会
議

を
開
い
た
り
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
町

田
市
は
比
較
的
旧
跡
を
多
く
保
っ
て
い

る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に
よ
っ

て
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
こ
の
旧
街
道

は
、
町
田
市
の
小
野
路
、
野
津
田
な
ど

の
丘
陵
地
帯
に
入
る
と
当
時
と
変
わ
ら

ぬ
姿
を
と
ど
め
、
七
国
山
―
本
町
田
―

井
出
の
沢
へ
と
続
い
て
い
る
。
町
田
市

で
は
、
本
町
田
あ
た
り
で
街
道
は
二
つ

に
岐
れ
、
原
町
田
―
金
森
―
境
川
の
ル

ー
ト
と
、
南
大
谷
―
成
瀬
―
小
川
―
鶴

間
の
ル
ー
ト
が
認
め
ら
れ
、
今
も
各
所

に
旧
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

　

今
、
成
瀬
・
鞍
掛
の
地
に
、
市
に
よ

っ
て
「
鞍
掛
の
松
公
園
」
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
て
、
来
春
に
は
完
成
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
旧
鎌
倉
街
道

の
史
跡
を
残
し
た
い
と
す
る
考
え
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
公
園
は
、
鞍
掛
住
宅
地

の
高
所
に
あ
っ
て
、
旧
街
道
に
沿
う
一

宅
地
（
二
八
八
㎡
）
を
買
取
っ
て
新
し

く
整
備
し
て
い
る
も
の
で
、
敷
地
は
広

く
は
な
い
が
、
高
ヶ
坂
、
恩
田
川
方
面

を
展
望
す
る
好
位
置
に
あ
る
。
こ
の
公

園
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
住
民

や
研
究
者
ら
も
建
設
推
進
協
議
会
（
会

長
・
中
里
�
一
氏
）
を
つ
く
っ
て
積
極

的
に
協
力
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
公
園
の
名
称
の
通
り
、
園
内
に

は
三
本
の
松
が
植
え
ら
れ
る
が
、
碑
石

に
は
次
の
よ
う
な
碑
文
も
記
さ
れ
る
。

　
 
鞍  
掛 
の 
松 
公
園
の
由
来

く
ら 
か
け 

ま
つ

　

む
か
し
、
こ
の
あ
た
り
に
鞍
掛
の
松

と
呼
ば
れ
る
松
の
大
木
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

月岡芳年
「月百姿 稲むらか崎の明ほのゝ月」
明治１９年（１８８６年）国際版画美術館蔵

～大武者絵展より～

そ
の　
１０

　

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
年
）
五
月
、

 
上
野
国 
（
群
馬
県
）
で
挙
兵
、
鎌
倉
攻

こ
う
ず
け
の
く
に

め
に
向
か
っ
た
新
田
義
貞
は 
分  
倍  
河  
原 

ぶ 

ば
い 

が 

わ
ら

（
府
中
市
）
に
お
い
て
北
条 
泰  
家 
と
合

や
す 
い
え

戦
、
こ
れ
に
大
勝
し
、
そ
の
夜
（
五
月

一
六
日
と
思
わ
れ
る
）
当
地
で
軍
勢
を

休
め
、
翌
一
七
日
、
一
気
に
藤
沢
へ
攻

め
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
義

貞
が
馬
の
鞍
を
掛
け
た
松
が
後
世
に
残

り
、
鞍
掛
の
松
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
や
が
て
こ
の
付
近
の
地
名
も
鞍
掛
と

新
田
義
貞
ゆ
か
り
の

鞍

掛

の

松

公

園

１２月市議会定例会日程表

３
２
万
円
）
、
子
育

て
家
庭
ニ
ー
ズ
調
査

委
託
料
（
４
５
０
万

円
）
、
生
活
扶
助
費

等
（
１
億
６
７
０
６

万
円
）

【
土
木
費
】

　

町
田
市
中
心
市
街

地
ま
ち
づ
く
り
等
整

備
事
業
補
助
金
（
５

０
０
万
円
）

【
公
債
費
】

　

教
育
債
償
還
元
金

東
京
都
区
市
町
村
振

興
基
金
（
１
７
８
５

万
円
）

条

例

案

　http://www.gikai-machida.jp/top.html　


